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　冬の大きな地震では、強い揺れや津波による被害に加えて、雪や寒さによる二次災害も予想されます。以下
に注意して日頃から備えておきましょう。

余市宇宙記念館からのお知らせ

　宇宙記念館は来年４月１５日（金）まで、
展示施設の観覧は休止しています。なお、冬
期間は教室や講座など各種事業を開催します。
　詳しくはその都度ご案内いたします。

観覧について

当面の間、開催を見合わせます。天体観望会

　2月のおもしろ宇宙教室 各教室の開催日１か月前から受付開始

※小学生以上が対象です。おもしろ宇宙教室の参加には入館料はかかりません。
※申込みは各教室の１か月前から電話で受付します。（１月の教室は受付中です。）

名　　　称 日　時・内　容 定員
ほしぞら教室⑩
　（全 10 回）  

 
6 日㊐　オリオン座やおうし座等、冬に見える星空について学ぶ 7 人

≪午後 2時～（60分）≫　

　1月のおもしろ宇宙教室 現在受付中

名　　　称 日　時・内　容 定員
ほしぞら教室⑨
　（全 10 回） 

  15 日㊏　そら（宇宙）に何が見えるだろう？ 冬の星座や星雲・星団について学ぶ
7 人

≪午後 2時～（60分）≫　

※教室の参加には、氏名、住所、連絡先電話番号、年齢のご記入が必要です。

●冬期間の宇宙記念館運営について

　冬期間は宇宙記念館を有効に活用していただくため、多
目的シアターや会議室などの各施設を利用できます（有
料）。各種会議等にご利用ください。
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、利用を
制限する場合がございます。詳しくは、お問合せください。

施設の利用について

※詳細は（☎２１-２２００）問合せいただくか
　余市宇宙記念館ホームページ
　　（https://www.spacedome.jp）をご覧ください

◀ホームページ
　をご覧いただ
　けます。

余市宇宙記念館では
「サポートボランティア」
を募集しております。

冬の大地震に備えて

　問合せ　札幌管区気象台 地震火山課　☎０１１－６１１―６１２５

２．火災に対する備え
　冬季は暖房器具を使うため地震時の火災リスクが高まります。暖
房器具のそばには燃えやすいものを置かず、停電時に避難する際は
ブレーカーを落として、通電後の火災を防ぎましょう。

３．寒さへの備え
　地震で電気やガスが止まると暖房器具が使えなくなることがあるため、ポータブル
の暖房器具があると安心です。また、避難する時のために、防寒着や防寒靴、毛布、
カイロなどをあらかじめ用意しておきましょう。

１．雪に対する備え
　地震で強く揺れた時、屋根に雪が多く積もっていると落雪や家屋倒壊の恐れがあります。落雪に巻き込まれ
たり、避難路がふさがったりするので、そのような場所には普段から注意しておきましょう。また、山沿いや
傾斜地の雪崩危険箇所を市町村ホームページなどで確認しましょう。雪道や凍結路は歩きづらい上、降雪時は
移動しにくくなります。冬場も安全・確実に通れる避難路を見つけておくことが大切です。


